
セミの抜け殻

セミの抜け殻は「空蝉」
とも書き「人」や「世」
にかかる枕詞として用
いられました。また、

人間の空しさや儚さに
関わる言葉の意味もあ
ります。六年近く地中
に居て、地上に出ると
わずかな時間しか生き
られない。昆虫類は、
寿命が短い代わりに、

世代サイクルが速く、
そのため遺伝子が残し
やすいため、何億年も
の長い期間を生き抜い
てきました。恐竜など、
体の大きい動物ほど寿
命が長いとされていま

すが、劇的な環境変化
の下では子孫を残す前
に死んでしまうので、
絶滅の憂き目にあった
とも言われています。
世代サイクルが速いと
強い個体が残りやすく、

環境変化に強い者が残
りやすいのです。

セミの脱皮
アブラゼミですが、羽
が緑色をしていて、き
れいです。

トケイソウ

自然界は、とても面白
い形を生み出します。
計算は面倒だと思いま
すが、この花もひまわ
り螺旋と同じで、黄金

率になっているに違い
ありません。セミは左
右対称（左右相称）で
すが、動くものはほと
んど左右相称です。

放物線

物体が空中に投げ出さ
れると、放物線（二次

関数）という形になり
ます。噴水を見ていた
ら、ああ放物線だなと
思いました。大砲の砲
丸が、45°で投げ出す
と一番遠くに届くので
すが、これは数学的に

導き出されます。斜め
に投射する物体には、
三角関数の知識（二倍
角の公式）が必要にな
ります。

花火と炎色反応

夏と言えば、花火のシー
ズン。あちらこちらで
花火が上がります。先
日は、ディズニーラン

ドで花火を上げている
のが電車から見えまし
た。花火に色が付いて
いるのは、金属を熱す

ると独特の色を放出す
るからです。（理科だ
よりＮＯ３に、銅の炎
色反応を載せました）
原子中の電子は、熱せ
られるとエネルギーが
高くなります。その原

子がもとの低いエネル
ギー状態に戻る時、受
け取っただけのエネル
ギーに相当する光を出
します。（自然界では、
エネルギーが低い状態
が安定している）リチ

ウム：赤、ナトリウム：
黄色、カリウム：赤紫
色など。江戸の花火職
人は経験で炎色反応を
知っていたのでしょう。
醤油もそうですが、江
戸時代はすごい！

おまけ
7月30日は露伴忌
下の写真は、幸田露伴
が晩年住んでいた市川

市菅野一丁目付近。理
科の散策をしていると、
ついでに史跡にも良く
出くわします。
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